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な
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令和元年度　一般会計ほか　会計決算を認定8
決算審査特別委員会

委員長
髙瀨　重嗣

副委員長
星　　雅人

決
算
の
概
要

※資本的収入が資本的支出に不足する額726,161,255円については、過年度分損益勘定留保資金、減債積立金
及び過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で全額補てんしています。

■一般会計及び各特別会計別決算の状況（単位：円）

差引残額（A）－（B）歳出総額（B）歳入総額（A）予算現額区　　分

869,218,75932,256,490,69433,125,709,45336,049,529,984一 般 会 計

208,644,0908,272,785,8208,481,429,9108,407,565,000国 保

特　

別　

会　

計

355,003,8751,681,939,5452,036,943,4202,090,760,000下 水 道

40,655,409164,684,730205,340,139201,000,000農 業 集 落

237,119,7316,775,442,1377,012,561,8687,490,652,000介 護 保 険

30,709,03022,893,64053,602,67063,100,000子育て支援

3,374,376720,559,975723,934,351727,914,000後期高齢者

1,034,397784,1041,818,5011,400,000須賀川財産

876,540,90817,639,089,95118,515,630,85918,982,391,000小　　計

1,745,759,66749,895,580,64551,641,340,31255,031,920,984合　　　計

■企業会計決算の状況（単位：円）

決算額予算額区　　分

1,667,514,6741,632,000,000収 益 的 収 入

水道事業会計
1,464,112,0031,568,000,000収 益 的 支 出

287,962,714346,500,000資 本 的 収 入 ※

1,014,123,9691,156,000,000資 本 的 支 出 ※

※決算審査特別委員会の状況
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令
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。
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9
月
定
例
会
で
は
、
前
会
計
年

度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
に
関

し
審
査
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定
を
行
い
ま
す
。
審
査

は
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
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査
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別
委
員
会
を
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置
し
、
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の
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と
全
体
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ま
し

た
。
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終
日
の
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会
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で
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長
、
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算
審
査
特
別
委
員

長
よ
り
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託
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件
の
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結
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報
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を
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た
後
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を
行
い
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追
加
提
出
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案
も
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全
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案
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さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
3
日
間
で　

名
13

の
議
員
が
質
問
を
行
い
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
及
び

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

令和　年 第　回大田原市議会定例会 審議された議案等と結果2 4
結果議案件名議案番号

報告受理市長の専決処分事項の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）報告第　号7

報告受理令和元年度大田原市継続費精算報告について報告第　号8

報告受理令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率について報告第　号9

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和2年度大田原市一般会
計補正予算（第　号））3議案第79号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和　年度大田原市国民2
健康保険事業費特別会計補正予算（第　号））2議案第80号

同　　意
（全会一致）

大田原市監査委員の選任につき同意を求めることについて（花塚信義氏）議案第81号

同　　意
（全会一致）

大田原市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（川上聖子
氏）議案第82号

同　　意
（全会一致）

大田原市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（森　泉氏）議案第83号

原案可決
（全会一致）

大田原市監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第84号

原案可決
（全会一致）

大田原市税条例の一部を改正する条例の制定について議案第85号

原案可決
（全会一致）

大田原市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について議案第86号

令和2年

第4回

市
議
会
定
例
会
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結果議案件名議案番号

原案可決
（全会一致）

大田原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について議案第87号

原案可決
（全会一致）

大田原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子
育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について

議案第88号

原案可決
（全会一致）

大田原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について議案第89号

原案可決
（全会一致）

大田原市手数料条例の一部を改正する条例の制定について議案第90号

原案可決
（全会一致）

令和元年度大田原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議案第91号

認　　定
（賛成多数）

令和元年度大田原市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて議案第92号

認　　定
（賛成多数）

令和元年度大田原市国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算の認定を求め
ることについて議案第93号

認　　定
（全会一致）

令和元年度大田原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることに
ついて議案第94号

認　　定
（全会一致）

令和元年度大田原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求める
ことについて議案第95号

認　　定
（賛成多数）

令和元年度大田原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることにつ
いて議案第96号

認　　定
（全会一致）

令和元年度大田原市子育て支援券特別会計歳入歳出決算の認定を求めること
について議案第97号

認　　定
（賛成多数）

令和元年度大田原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて議案第98号

認　　定
（全会一致）

令和元年度大田原市須賀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めること
について議案第99号

認　　定
（全会一致）

令和元年度大田原市水道事業会計決算の認定を求めることについて議案第100号

原案可決
（全会一致）

物品の取得について議案第101号

原案可決
（全会一致）

令和　年度大田原市一般会計補正予算（第　号）2 4議案第102号

原案可決
（全会一致）

令和　年度大田原市国民健康保険事業費特別会計補正予算（第　号）2 3議案第103号

原案可決
（全会一致）

令和　年度大田原市介護保険特別会計補正予算（第　号）2 1議案第104号

原案可決
（全会一致）

令和　年度大田原市水道事業会計補正予算（第　号）2 1議案第105号

原案可決
（全会一致）

令和　年度大田原市下水道事業会計補正予算（第　号）2 1議案第106号

原案可決
（全会一致）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税
財源の確保を求める意見書の提出について議員案第　号3



（　）令和　年11月　日2 15 おおたわら市 議会だより

令和　年 第　回市議会定例会における表決状況一覧2 4
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議

案

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  79  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  80  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  81  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  82  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  83  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  84  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  85  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  86  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  87  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  88  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  89  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  90  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  91  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○×○議  案  第  92  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○×○議  案  第  93  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  94  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  95  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○×○議  案  第  96  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  97  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○×○議  案  第  98  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  99  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  100  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  101  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  102  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  103  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  104  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  105  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  106  号

○○○‐○○○○○○○○○○○○○○○○○議 員 案 第 3号

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※前野良三議長は採決に原則加わりません
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　定例会において、議員が市民の代表として、行政全般にわたり市の考え方や施策の
進捗状況及び将来における政策方針等を質すことです。また、議員は市長等の答弁を
受け、疑問を質すことはもとより、市民の立場に立った事務事業の改善や政策提言を
する議員の重要な権限です。（次ページ以降の質問及び答弁に関する記事は、質問し
た議員が自ら原稿をおこし、それを掲載しています。なお、原稿提出があった方のみ
掲載しております。）

一般質問 市政を問う

13

※太字が掲載されている項目

質 問 事 項質問者順番
①新型コロナウイルス（COVID－19）対策について
②ICTの推進について
③救急医療体制について

大塚　正義1

①要配慮者の逃げ遅れ防止の取り組みについて
②市公共施設のバリアフリー化について前田　則隆2

①水害等防災対策について
②地籍調査について新巻　満雄3

①若者の安定した雇用の創出について
②スケートボード利用の問題について
③県北地域サイクルツーリズムの取り組みについて

斎藤　光浩4

①「スーパーシティ」構想について
②市営住宅の入居要件の変更について大豆生田春美5

①「新型コロナウイルスとの闘いを乗り越えるオールとちぎ宣言」について
②生活困窮者自立支援について
③指定避難所の安全・安心管理について
④小・中学校の窓に網戸を設置することについて
⑤インフルエンザ予防接種について

秋山　幸子6

①コロナ禍での生活困窮者対策と住まいの確保について
②大田原市文化財保存活用地域計画について星　　雅人7

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のための妊産婦への支援などについて
②新型コロナウイルスに感染した場合などの対応について
③中学校における来年度からの新学習指導要領の実施に向けての準備などについて
④小中学校登下校時における携帯電話等の取扱いなどについて

鈴木　　隆8

①市内の市立小中学校再編整備に関することについて
②市道道路行政について
③統廃合及び一部縮小された市有施設の利用状況について

深澤　正夫9

①本市における水難防止について
②はたちの集いの具体的な開催方法について
③押印の見直しについて
④コロナ人権侵害防止条例について
⑤コロナ対策総括について

滝田　一郎10

①戦没者追悼式及び平和の塔祈念式について
②八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョンについて
③大田原市を評価する各種調査について
④出生数、婚姻届の届出数について

髙瀨　重嗣11

①新型コロナウイルスの対応について
②市民の安全について
③名誉市民について

伊賀　　純12

①新型コロナウイルス感染症対策について
②災害対策について
③カラス対策について

中川　雅之13

質問通告者と質問事項
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質
問
：「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
」
近
年
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
化

で
す
。
自
動
化
を
行
う
た
め
に
重
要

な
の
が
G
P
S
の
測
位
シ
ス
テ
ム
で

す
。
固
定
基
地
局
を
併
用
す
る
と
誤

差
を
3
セ
ン
チ
程
度
、
さ
ら
に
補
助

局
を
併
用
す
る
と
2
ミ
リ
程
度
ま
で

補
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

高
い
精
度
が
あ
れ
ば
各
種
農
作
業
に

も
相
当
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

農
業
人
口
が
減
少
す
る
中
、
人
手
不

足
を
補
う
こ
と
に
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
、
中

で
も
自
動
化
を
市
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
取
り
進
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

市
の
現
在
の
取
組
、
ま
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
先
端
技

術
を
活
用
す
る
農
業
で
あ
り
、
労
働

力
不
足
の
解
消
な
ど
が
望
め
る
次
世

代
型
の
技
術
で
あ
り
ま
す
。
本
市
独

自
の
取
組
に
は
現
在
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
関
連
情
報
の
収
集
に
努
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
国
庫
補
助
事
業
な

ど
を
P
R
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
さ
ら
な
る
情
報
収
集
に
努
め
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
時
要
配

慮
者
支
援
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

定
に
よ
り
、
災
害
時
の
避
難
に
特
に

支
援
を
要
す
る
方
の
名
簿
の
作
成
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
同
意
を
得

ら
れ
た
方
の
個
別
計
画
を
作
成
し
、

消
防
、
警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
治
会
長
、

見
守
り
隊
等
の
避
難
支
援
関
係
者
に

あ
ら
か
じ
め
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

で
平
常
時
か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者

の
見
守
り
体
制
の
整
備
に
努
め
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
避
難
支
援

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
は
要
介
護
1
以
上
の
方
、
身
障

者
1
、
2
級
の
方
、
療
育
手
帳
A
1
、

A
2
の
方
、
精
神
障
害
者
手
帳
1
級

の
方
、
そ
の
他　

歳
以
上
の
一
人
暮

75

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
要
配
慮
者
支
援
計
画
の
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
同
意
さ
れ
な
い
方
は
避
難
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
の
と
避
難
支
援

者
が
見
つ
か
ら
な
い
方
へ
の
対
応
が

課
題
で
す
。
ま
た
、
個
別
計
画
が
作

成
さ
れ
た
名
簿
は
対
象
者
の　

・
3

10

％
と
い
う
状
況
で
本
年
か
ら
要
支
援

者
シ
ス
テ
ム
を
定
期
的
に
更
新
し
、

今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
を
図
り
、
市
民
の
認
知
度
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前田　則隆 議員 大塚　正義 議員

一般質問 I
C
T
の
推
進
に

つ
い
て

要
配
慮
者
の
逃
げ
遅
れ

防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
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質
問
：
市
内
4
カ
所
の
防
災
重
点
た

め
池
の
選
定
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答
弁
：
国
の
選
定
基
準
は
、
決
壊
し

た
場
合
の
浸
水
区
域
に
家
屋
や
公
共

施
設
等
が
存
在
し
、
人
的
被
害
を
与

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
た
め
池
と
し
て

お
り
、
た
め
池
か
ら
1
0
0
メ
ー
ト

ル
未
満
の
浸
水
区
域
内
に
家
屋
、
公

共
施
設
が
あ
る
も
の
な
ど
4
項
目
の

う
ち
1
つ
で
も
合
致
す
れ
ば
防
災
重

点
た
め
池
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
羽
田
沼
、
中
野
内
大
谷
溜

及
び
台
ノ
沢
溜
、
桧
木
沢
溜
の
4
カ

所
が
該
当
し
ま
す
。

質
問
：
農
業
用
た
め
池
下
流
流
域
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
防
災
重
点
た
め
池
に
選
定
さ

れ
た
4
カ
所
の
た
め
池
の
下
流
流
域

防
災
対
策
と
し
て
、
国
と
県
が
公
表

す
る
直
前
の
昨
年
5
月
に
地
元
自
治

会
に
対
し
て
浸
水
想
定
区
域
図
を
示

し
な
が
ら
、
た
め
池
の
現
状
と
万
が

一
決
壊
時
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
本
定
例
会
に
も
補
正
予
算
を
上

程
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い
て
は
浸
水

想
定
区
域
図
よ
り
も
精
度
が
高
い
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
後
、
再

度
地
元
自
治
会
に
対
し
て
説
明
会
の

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
作
る

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
際

は
、
整
備
費
用
に
加
え
て
整
備
後
に

か
か
る
維
持
更
新
費
用
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
競
技
人

口
等
の
調
査
を
行
い
、
多
く
の
市
民

の
利
用
が
見
込
め
る
施
設
で
あ
る
こ

と
が
大
変
重
要
な
要
件
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
既
存
の
老
朽
化
し
た
設

備
の
統
廃
合
や
地
域
の
特
性
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
新
た
な
施
設
を

整
備
す
る
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
、
近

年
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
団
体

等
が
組
織
さ
れ
、
施
設
の
整
備
要
望

や
競
技
の
普
及
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利
用

に
関
し
て
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
多
く

が
騒
音
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
を
作
る
に
当
た
っ
て
は
騒
音
問
題

を
解
消
す
る
場
所
の
選
定
が
大
き
な

問
題
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和

4
年
開
催
の
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国

体
・
と
ち
ぎ
大
会
に
向
け
て
、
会
場

と
な
る
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る

段
階
で
す
の
で
、
現
時
点
で
は
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
新
た
に
整
備
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

斎藤　光浩 議員 新巻　満雄 議員

一般質問 水
害
等
防
災
対
策
に

つ
い
て

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利
用

の
問
題
に
つ
い
て
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質
問
：「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」構
想
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
目
指
す

も
の
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の

よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
な
ど

の
個
別
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活

全
般
に
わ
た
り
住
民
目
線
で
の
理
想

の
未
来
都
市
を
造
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
今
後
明

ら
か
と
な
る
先
進
自
治
体
の
具
体
的

な
構
想
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
未

来
都
市
創
造
戦
略
に
掲
げ
る
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
先
進
技
術
の
導
入
、
I
C
T

の
活
用
に
よ
る
農
林
業
の
競
争
力
の

強
化
、
新
た
な
産
業
の
創
造
と
雇
用

の
創
出
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
最

先
端
技
術
を
用
い
て
解
決
策
を
見
出

せ
る
よ
う
調
査
研
究
を
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
黒
羽
刑
務
所
跡
地
を
利
用
し
、

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」構
想
を
実
現
す

る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
刑
務
所
と
い
う
更
生
施
設
か

ら
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
最
先
端

の
実
証
、
研
究
施
設
と
し
て
変
換
で

き
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は
国
の
施
策
と

し
て
も
大
変
魅
力
の
あ
る
施
策
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
力
強
く

今
後
も
こ
れ
ら
の
問
題
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
、
市
と
し
て
も
そ
れ
ら
を

含
め
関
連
企
業
の
誘
致
等
も
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
換
気
が

必
要
な
た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な

が
ら
1
ヵ
所
の
ド
ア
と
対
角
線
の
窓

を
開
け
て
換
気
し
、
休
み
時
間
に
は

全
部
の
窓
を
開
放
す
る
と
聞
き
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
、
害
虫
の
侵
入
が

心
配
さ
れ
る
為
、
小
中
学
校
の
窓
に

網
戸
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

答
弁
：
議
員
ご
指
摘
の
害
虫
の
侵
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

か
ら
窓
を
開
け
て
お
く
と
ツ
バ
メ
な

ど
の
鳥
類
や
、
ト
ン
ボ
や
ハ
チ
な
ど
、

昆
虫
類
が
教
室
内
に
侵
入
し
、
そ
の

都
度
授
業
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま

す
。
網
戸
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
の
学
校
保
健
特
別
対
策
事

業
費
補
助
金
で
学
校
に
網
戸
を
設
置

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
内
閣
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
も
活
用
し
、
学
校
に
網
戸
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
網
戸

設
置
の
要
望
調
査
を
行
い
ま
し
た
結

果
、
小
学
校　

校
に
3
1
7
枚
、
中

12

学
校
4
校
に
1
0
0
枚
、
合
計
で
4

1
7
枚
の
網
戸
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
網
戸
設
置
の
要
望
が
な

か
っ
た
学
校
に
つ
い
て
も
、
今
後
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋山　幸子  議員 大豆生田　春美  議員

一般質問
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」

構
想
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
窓
に

網
戸
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
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質
問
：
大
田
原
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

と
は
、
各
市
町
村
に
お
け
る
文
化
財

の
保
存
、
活
用
に
関
し
て
、
市
町
村

が
目
指
す
目
標
や
中
長
期
的
に
取
り

組
む
具
体
的
な
内
容
を
記
載
し
た
基

本
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
あ
り
、

文
化
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
年　

月
の
文
化
庁

12

長
官
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
地
域
計
画
は
、
市
内
に
あ

る
未
指
定
も
含
め
た
文
化
財
の
※

悉

皆
調
査
を
踏
ま
え
て
、
扇
状
地
形
と

湧
水
と
い
う
自
然
の
特
徴
、
時
の
中

心
地
と
東
北
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝

地
、
里
山
の
暮
ら
し
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
生
活
文
化
と
い
っ
た
本
市
の
歴

史
文
化
の
特
徴
を
整
理
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
視
点
で
多
種
多
様
な
文
化

財
を
関
連
文
化
財
群
と
い
う
ま
と
ま

り
と
し
て
捉
え
た
り
、
文
化
財
が
集

中
す
る
区
域
を
文
化
財
保
存
活
用
区

域
に
設
定
し
た
り
し
な
が
ら
、
具
体

的
な
文
化
財
の
保
存
活
用
の
取
組
と

し
て
、
城
下
町
を
中
心
と
し
た
建
造

物
調
査
、
市
史
編
さ
ん
に
係
る
自
然
、

民
俗
、
現
代
の
各
分
野
の
詳
細
調
査
、

郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
那
須
神

社
の
保
存
、
修
理
、
東
山
道
関
連
の

発
掘
調
査
な
ど
を
重
点
事
業
に
位
置

づ
け
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
既
存
、
新
規

合
わ
せ
て　

事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
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※
悉
皆
（
し
っ
か
い
）
調
査
と
は
、
調
査
探
求
し

よ
う
と
す
る
事
象
を
全
体
に
わ
た
っ
て
漏
れ

な
く
、
ま
た
重
複
す
る
こ
と
な
く
す
べ
て
を

調
査
す
る
こ
と

質
問
：
中
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
内
容
及
び
準
備
状
況
、

大
田
原
市
が
目
指
す
教
育
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂

で
教
育
内
容
の
改
善
事
項
が
幾
つ
か

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
外
国

語
教
育
と
I
C
T
教
育
の
充
実
を
本

市
の
本
年
度
の
教
育
方
針
で
重
点
項

目
と
し
て
示
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

学
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成　

年
度
か
ら
4
年
間
に
わ
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た
り
小
中
学
校
全
教
職
員
を
対
象
に
、

説
明
会
を
実
施
し
、
学
習
指
導
要
領

の
確
実
な
理
解
を
図
り
、
適
切
な
教

育
課
程
の
編
成
、
実
施
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問
：
小
中
学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
や
学
習
支
援
教
材
の
活
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
小
中
学
校
と
も
国
語
、
社
会
、

算
数
・
数
学
、
理
科
、
英
語
の
5
教

科
で
ほ
ぼ
全
て
の
教
員
が
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
活
用
し
、
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
中
に
児
童
生
徒
に

一
人
一
台
の
情
報
端
末
を
整
備
す
る

に
当
た
り
、
市
内
の
数
校
を
実
証
校

と
し
て
指
定
し
、
I
C
T
の
効
果
的

な
活
用
方
法
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上

を
目
的
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

活
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
研
究
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

鈴木　　隆 議員 星　　雅人 議員

一般質問 大
田
原
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画

に
つ
い
て

中
学
校
に
お
け
る
来
年
度

か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
に
向
け
て
の
準
備
な
ど

に
つ
い
て
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質
問
：
小
中
学
校
一
貫
教
育
（
施
設

一
体
型
小
中
学
校
）
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
現
在
、
本
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
小
中
一
貫
教
育
は
、
既
存
の
小

学
校
及
び
中
学
校
の
基
本
的
な
枠
組

は
残
し
た
ま
ま
、
９
年
間
の
教
育
目

標
を
設
定
し
、
９
年
間
の
系
統
性
を

確
保
し
た
教
育
課
程
編
を
編
成
、
実

施
す
る
併
設
型
小
学
校
、
中
学
校
の

形
態
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
小
中
学

校
の
教
職
員
が
連
携
し
た
授
業
力
の

向
上
、
児
童
生
徒
の
交
流
活
動
、
配

慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
情
報
共
有

を
中
心
に
、
各
小
中
学
校
区
の
実
態

に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
が
全
面
実
施
と
な

り
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
小
中
一
貫
教

育
の
目
標
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
、
確
か
な
学
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
適
用
力

の
育
成
と
向
上
が
着
実
に
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
施
設
一
体
型
の
義
務

教
育
学
校
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は

考
え
て
お
ら
ず
、
事
務
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
予
定
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

質
問
：
押
印
慣
行
が
テ
レ
ワ
ー
ク
等

新
し
い
生
活
様
式
を
進
め
る
上
で
障

害
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
の
見
解
で
は
、
契
約
書
で
さ
え

も
押
印
が
効
力
に
影
響
し
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
先
進
事
例
と
し
て
、
千

葉
市
は
2
、0
0
0
種
類
を
押
印
不

要
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
法
的
根
拠
以
外

の
書
類
の
押
印
省
略
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
平
成　

年
度
に
市
民
の
負
担
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軽
減
を
目
的
と
し
て
、
書
類
、
申
請

書
等
の
押
印
の
見
直
し
を
図
り
、
ま

た
今
後
押
印
を
求
め
る
場
合
の
基
準

と
し
て
大
田
原
市
押
印
見
直
し
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
国
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
を
き
っ
か
け
に
地
方
公
共
団
体
に

対
し
押
印
見
直
し
の
促
進
を
通
知
し

ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
今
後
国

の
動
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
押
印

省
略
に
向
け
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
図
り
、
そ
の

結
果
は
市
民
の
皆
様
に
も
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。

質
問
：
市
へ
提
出
す
る
書
類
に
つ
い

て
フ
ァ
ク
ス
や
E
メ
ー
ル
等
で
提
出

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
押
印
の
必
要
の
な
い
申
請
書

等
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
ス
等
に
よ

る
提
出
が
可
能
で
す
。

滝田　一郎 議員 深澤　正夫 議員

一般質問 市
内
の
市
立
小
中
学
校

再
編
整
備
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

押
印
の
見
直
し
に

つ
い
て
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質
問
：
栃
木
福
島
茨
城
3
県
を
カ

バ
ー
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
要

望
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
対
策
に
傾
注
し
て
お
り
、
県
へ
の

要
望
活
動
は
一
時
休
止
を
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
定
住
自
立
圏
の
保
健

福
祉
部
会
が
中
心
と
な
り
、
県
へ
の

要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問
：
市
執
行
部
と
政
友
会
の
間
に

意
見
の
食
い
違
い
は
な
い
か
。

答
弁
：
考
え
の
違
い
は
一
切
な
い
。

我
々
執
行
部
、
議
員
と
意
を
共
に
し

ま
た
白
河
市
長
に
も
ご
賛
同
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
あ
と
は
県
の
考
え
方

に
か
か
っ
て
い
る
。
粘
り
強
く
、
意

を
強
く
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
の
を

逃
が
さ
ず
戦
い
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問
：
2
機
目
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

必
要
性
を
案
じ
て
い
る
我
々
が
要
望

し
続
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

例
え
ば
い
わ
き
市
、
下
郷
町
、
南
会

津
町
な
ど
、
隣
接
自
治
体
に
も
声
を

か
け
、
期
成
同
盟
会
的
な
も
の
を
結

成
す
る
。
他
県
の
特
に
面
積
が
広
い

県
の
中
で
我
々
と
同
様
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
自
治
体
と
の
連
携
等
か
な

り
広
い
視
点
で
我
々
は
連
携
を
と
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
弁
：
地
方
創
生
を
掲
げ
る
国
の
考

え
方
か
ら
い
っ
て
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
い
う
の
は
有
効
な
手
段
。
大
義
に

沿
っ
て
言
い
続
け
て
い
く
。

質
問
：
地
域
経
済
支
援
に
つ
い
て

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
お
お
た

わ
ら
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、
一
万
円

単
位
の
設
定
で
す
が
、
高
齢
者
や
年

金
生
活
者
の
皆
さ
ん
が
よ
り
身
近
に

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
五
千

円
単
位
の
設
定
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
事
務
の
煩
雑
さ
も
含
め
、
一

万
円
の
設
定
で
、
短
時
間
で
よ
り
多

く
消
費
し
て
頂
き
た
い
と
、
希
望
を

含
め
設
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

質
問
：
販
売
場
所
が
湯
津
上
支
所
ま

で
行
か
な
い
と
手
に
入
ら
な
い
現
実

と
、
車
を
持
つ
、
持
た
な
い
に
よ
る

負
担
感
の
違
い
は
想
像
に
余
り
あ
り

ま
す
。
委
任
状
で
の
購
入
方
法
に
つ

い
て
も
、
市
民
の
納
得
を
得
て
い
る

と
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
地
域
別
に
割
り
振
っ
た
場
合
、

一
日
三
〇
〇
〇
人
の
来
客
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
市
役
所
本
庁
等
で
実
施

す
る
と
、
駐
車
場
の
確
保
、
密
な
状

態
回
避
な
ど
か
ら
湯
津
上
支
所
で
の

販
売
を
設
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

期
間
も
限
ら
れ
て
い
る
中
で
出
来
る

限
り
の
対
応
を
取
っ
た
と
考
え
ま
す
。

質
問
：
本
庁
、
公
民
館
、
支
所
で
の

取
り
扱
い
、
郵
便
局
の
窓
口
で
の
販

売
を
考
え
て
頂
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
郵
便
局
等
検
討
致
し
ま
し
た

が
条
件
が
合
わ
ず
、
市
で
の
直
接
販

売
の
方
法
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

伊賀　　純  議員 髙瀨　重嗣 議員

一般質問
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応
に
つ
い
て
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質
問
：
現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
今
後

第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
た
本
市
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
強
化
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
と
の
同
時
流
行
に
備
え
た

「
P
C
R
検
査
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
」
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
現
在
栃
木
県
の
P
C
R
検
査

に
つ
い
て
は
、
県
の
相
談
窓
口
か
ら

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
受
診
誘
導
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
の

濃
厚
接
触
者
及
び
医
師
の
判
断
に
よ

り
検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
自
己
負
担
無
し
で
検
査
が
受
け
ら

れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
3
月
か
ら
4
月
ま
で
の
県
内
の

検
査
件
数
は
2
桁
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
5
月
か
ら
徐
々
に
検
査
件

数
が
増
加
し
て
き
て
い
て
、
8
月　
13

日
に
は
、
一
日
当
た
り
最
大
の
4
0

5
件
の
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
那
須
3
市
町
管
内
に
お
い
て
は
、

地
区
内
の
2
つ
の
病
院
が
県
か
ら
の

委
託
医
療
機
関
と
し
て
P
C
R
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
那
須
郡
市

医
師
会
で
も
P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー

の
実
施
に
向
け
北
那
須
3
市
町
及
び

管
内
の
病
院
と
設
置
に
向
け
た
具
体

的
な
協
議
を
行
っ
て
い
て
、
今
月
中

に
も
詳
細
が
決
定
す
る
予
定
で
す
の

で
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中川　雅之 議員

一般質問 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

●アクセス方法
　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧
いただく際は、市のホームページの「大田原
市議会」から「議会中継」のページへお進み
ください。また、タブレット端末及びスマー
トフォンからも視聴できます。なお、本会議
の録画映像も市ホームページにて配信して
おりますのでぜひご覧ください。

●大田原市ホームページ
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

●お問い合せ先
大田原市議会事務局　☎２３－８７１４

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

市議会では
インターネットによる
生中継をしております

　○○○に関する

　　　請願　　　　（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

令和○年○月○日

請願（陳情）者

　住所

　氏名

大田原市議会議長あて　

《表　紙》 《内　容》

 ■請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してください。
■内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳情）者の
　住所及び氏名を記載し捺印して提出してください。
■用紙のサイズはA4版でお願いいたします。
■道路や水路等の場合は地図の写しや略図を添付して
　ください。 

 

 
 

紹介議員名

（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で

〈請願（陳情）書の書式例〉
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議員案第　号3
　
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見
書の提出について
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見
書を別紙のとおり提出する。
　令和　年　月18日提出2 9

提　出　者　　大田原市議会議員　君　島　孝　明　
賛　成　者　　大田原市議会議員　髙　﨑　和　夫　

同　　　　滝　田　一　郎　
同　　　　大豆生田　春美　
同　　　　髙　瀨　重　嗣　
同　　　　引　地　達　雄　

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
　
　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経
済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減
が避けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじ
め、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に
陥ることが予想される。
　よって、国においては、令和　年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現され3
るよう、強く要望する。

記
　　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、1
臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。
　　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総2
額を確保すること。
　　令和　年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を3 2
講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
　　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税4
制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に
判断すること。
　　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土5
地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨
時・異例の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものであ
る。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和　年　月18日2 9

大田原市議会議長　　前　野　良　三　　　　　

衆 議 院 議 長　　大　島　理　森　殿
参 議 院 議 長　　山　東　昭　子　殿
内 閣 総 理 大 臣　　菅　　　義　偉　殿
内 閣 官 房 長 官　　加　藤　勝　信　殿
総　 務　 大　 臣　　武　田　良　太　殿
財　 務　 大　 臣　　麻　生　太　郎　殿
経 済 産 業 大 臣　　梶　山　弘　志　殿
経済再生担当大臣　　西　村　康　稔　殿

まち・ひと・しごと創生担当大臣　　坂　本　哲　志　殿
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協議会及び委員会の内容 7月～9月

全
員
協
議
会

◆
7
月　

日
15

（
報
告
事
項
）

1　

議
会
一
般
質
問
等
答
弁
事
項
に
係

る
進
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

2　

大
田
原
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
の
概
要
報
告
に
つ
い
て

3　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症

を
踏
ま
え
た
避
難
所
開
設
運
営
方

針
に
つ
い
て

4　

令
和
2
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）
及
び
令
和

2
年
度
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て

5　

那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

報
告
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

1　

令
和
2
年
度
議
会
報
告
会
の
開
催

に
つ
い
て

2　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
申
し
入
れ
に
つ
い
て

3　

一
括
質
問
一
括
答
弁
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

4　

申
合
わ
せ
事
項
の
見
直
し
に
つ
い
て

◆
8
月　

日
11

（
報
告
事
項
）

1　

第
1
期
大
田
原
市
未
来
創
造
戦
略

の
事
業
評
価
及
び
令
和
元
年
度
地

方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

2　

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
状
況
及

び
未
申
請
者
の
対
応
に
つ
い
て

3　

令
和
元
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
年
次
報
告
書
に
つ
い
て

4　

ゆ
づ
か
み
保
育
園
民
営
化
移
管
先

法
人
の
決
定
に
つ
い
て

5　

敬
老
関
係
事
業
に
つ
い
て

6　

9
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

7　

大
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
同

補
充
員
選
挙
に
つ
い
て

8　

行
政
視
察
及
び
井
原
市
友
好
親
善

都
市
訪
問
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

1　

ご
み
問
題
検
討
委
員
会
の
委
員
推

薦
に
つ
い
て

◆
8
月　

日
31

（
協
議
事
項
）

1　

議
員
案
に
つ
い
て

2　

議
員
充
て
職
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

◆
9
月　

日
（
臨
時
）

18

（
協
議
事
項
）

1　

議
員
案
に
つ
い
て

◆
9
月　

日
18

（
報
告
事
項
）

1　

第
3
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
く
年
度
別
実
施
計
画
の
令

和
元
年
度
の
実
績
に
つ
い
て

2　

大
田
原
市
業
務
継
続
計
画
～
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
編

～
の
策
定
に
つ
い
て

3　

福
島
県
白
河
市
と
の
災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

◆
9
月　

日
14

1　

付
託
議
案
の
審
査

民
生
文
教
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

◆
9
月　

日
14

1　

付
託
議
案
の
審
査

2　

所
管
事
項
調
査（
大
田
原
中
学
校

視
察
）

◆
9
月　

日
14

1　

付
託
議
案
の
審
査

◆
7
月　

日
15

1　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
申
し
入
れ
に
つ
い
て

2　

一
括
質
問
一
括
答
弁
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

3　

申
合
わ
せ
事
項
の
見
直
し
及
び
再

確
認
に
つ
い
て

◆
8
月
7
日

1　

9
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

2　

大
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
同

補
充
員
選
挙
に
つ
い
て

3　

行
政
視
察
及
び
井
原
市
友
好
親
善

都
市
訪
問
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

◆
8
月　

日
31

1　

令
和
2
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

の
招
集
に
つ
い
て

2　

提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て

3　

一
般
質
問
の
割
り
振
り
に
つ
い
て

4　

会
期
に
つ
い
て

5　

議
案
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

6　

会
議
日
程
に
つ
い
て

広
報
広
聴
委
員
会

◆
7
月
8
日

1　

議
会
だ
よ
り（
8
月
号
）に
つ
い
て

2　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

◆
7
月　

日
15

1　

議
会
だ
よ
り（
8
月
号
）に
つ
い
て

◆
9
月　

日
25

1　

議
会
だ
よ
り（　

月
号
）に
つ
い
て

11

7　

一
般
質
問
の
割
り
振
り（
案
）に
つ

い
て

8　

令
和
元
年
度
決
算
審
査
に
つ
い
て

9　

議
員
案
の
提
出
に
つ
い
て

◆
9
月
7
日

1　

意
見
書
提
出
先
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

◆
9
月　

日
18

1　

議
員
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会

◆
9
月
9
日

1　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
に

つ
い
て

2　

分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て

3　

会
議
日
程
に
つ
い
て

◆
9
月　

日
14

1　

各
分
科
会（
第
1
～
第
3
）

◆
9
月　

日
16

1　

全
体
会
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議

誌
日
会

建設産業常任委員会建設産業常任委員会建設産業常任委員会

第1分科会（総務常任委員会）第1分科会（総務常任委員会）第1分科会（総務常任委員会）民生文教常任委員会民生文教常任委員会民生文教常任委員会総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会

第3分科会（建設産業常任委員会）第3分科会（建設産業常任委員会）第3分科会（建設産業常任委員会）第2分科会（民生文教常任委員会）第2分科会（民生文教常任委員会）第2分科会（民生文教常任委員会）

決算審査特別委員会（全体会）決算審査特別委員会（全体会）決算審査特別委員会（全体会）

各委員会の
活動

各委員会の
活動

各委員会の
活動

各委員会の
活動

各委員会の
活動

7月
8
日
〇
那
須
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　
　

議
会
臨
時
会

　
　

〇
広
報
広
聴
委
員
会

　

日
〇
第
3
0
3
回
栃
木
県
市

10

議
会
議
長
会
議

　

日
〇
那
須
地
区
議
員
交
流
会

14

幹
事
会

　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

15
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　
　

〇
全
員
協
議
会

　
　

〇
広
報
広
聴
委
員
会

　

日
〇
行
政
視
察
対
応（
茂
木

17

町
）

7
日
〇
会
派
代
表
者
会
議

　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　

日
〇
全
員
協
議
会

11
　

日
〇
県
北
5
市
議
長
会
議

26
　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

31
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　
　

〇
全
員
協
議
会
（
臨
時
）

8月

7
日
〇
令
和
2
年
第
4
回
市
議

会
定
例
会
招
集
（
議
案

上
程
）

　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

9
日
〇
本
会
議
（
議
案
質
疑
・

一
般
質
問
）

　
　

〇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

日
〇
本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
　

日
〇
本
会
議
（
一
般
質
問
）

11
　

日
〇
総
務
常
任
委
員
会

14
　
　

〇
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

〇
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　

〇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
各
分
科
会
）

　

日
〇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
　
　
　
（
全
体
会
）

　

日
〇
議
会
運
営
委
員
会

18
　
　

〇
本
会
議
（
議
決
）

　
　

〇
全
員
協
議
会

　

日
〇
広
報
広
聴
委
員
会

25

9月
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旧来賓用昇降口にて
議長からの挨拶

1F廊下、男女更衣室付近

設置型プロジェクタを
使用して説明を受ける

昇降口から教室へ向かう通路

3F多目的室にて校舎の
概要説明を受ける

新しい教室での仕様の説明を
受ける

3F廊下、トイレ付近

昇降口付近

1F多目的室 2F渡り廊下

大田原中学校大田原中学校
新教室棟見学会新教室棟見学会新教室棟見学会新教室棟見学会新教室棟見学会
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令和2年 開催のお知らせ

※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、議会ホームページで公開いたします。

12 月定例会

11月30日（月）～12月9日（水） 市
議
会
H
P
は

こ
ち
ら
か
ら

会期（予定）

市議会では新型コロナウイルス感染症対策を徹底して、9月定例会を行いました

「市民5分間演説」をしてみませんか「市民5分間演説」をしてみませんか「市民5分間演説」をしてみませんか「市民5分間演説」をしてみませんか
　大田原市議会では、市内に在住、在勤または在学する方で、議案に対する賛否や市の一
般事務について、自分の意見を自由に発言することができる「市民5分間演説」を実施し
ております。
　ぜひ議員の前で演説をしてみませんか。市民の皆様の参加をお待ちしております。詳細
については議会事務局までお問い合わせください。

（演説申込について）
　演説を希望される方は、土曜日、日曜日、祝日を除く、定例会の
各常任委員会開催日3日前の正午までに議会事務局に市民5分間演説
申込書（様式第1号）を提出してください。なお、演説に関する詳細
については市議会ホームページに掲載しておりますので、ご確認く
ださい。

● マスクを着用（発言時も着用する）。
● 傍聴の自粛（インターネット中継の視聴を推奨）。
● 一般質問の質問時間を10分短縮。
● 議場内の窓や扉は換気のため開けたままにする。
● 熱中症対策として、マスク自体の工夫やフェイスシー
 　ルド等の着用。休憩時間では水分の補給を行う。

主な
対策内容

「市民　分間演説」を5
実施いたしました

　　月定例会の総務常任委員会の開会前9
に、　 名の方が「市民　分間演説」を行い1 5
ました。内容は、地方公共団体のあり方
等についてでありました。
　今後も市民の皆様の参加をお待ちして
おります。


